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ノスタルジー感情を喚起させる味覚刺激と購買行動との

関係性に関する心理学的研究 
 

問題と目的 
 日常，匂いとの遭遇を契機として，その匂いと関連する過去の出来事をふと思い出すこ

とがある。このような現象は一般的にプルースト現象と呼ばれ，過去の出来事の記憶であ

る自伝的記憶(autobiographical memory)を中心とした研究がこれまで行われてきた(e.g., 山

本, 2015)。なかでも，プルースト現象が思い出そうという意図を伴わない想起事態である

ことから，無意図的想起(involuntary remembering)の観点からの研究が行われ，注目を集め

ている(e.g., 山本, 2008)。たとえば，山本(2008)は日誌法を用いて日常場面での嗅覚刺激に

よる無意図的想起に関するデータを収集し，その特徴を探った。その結果，情動的でかつ

追体験感覚を伴った自伝的記憶が多く想起されること等が示されている。 

 プルースト現象が本来は味覚刺激を契機としたものであるという指摘(Jellinek, 2004)や，

味覚と嗅覚との密接な関連性(坂井, 2013)を考慮すると，味覚刺激によっても同様の現象が

生起されることが予測される。これに関して，山本(2017, 2018)は食事場面における無意図

的想起について日誌法を用いた検討を行った。その結果，参加者の約 8 割が食事場面での

無意図的想起経験を報告し，そこで想起された自伝的記憶は全体的に感情喚起度が強くか

つ快であり，想起頻度は少なく，鮮明な出来事が多かった。また，手がかりとなった食品

におけるノスタルジー感情喚起度が自伝的記憶の鮮明度や感情的特性等と関連すること，

さらに高齢者が若年者よりもノスタルジー感情喚起度が高いことなどが示された。このよ

うに，味覚刺激を中心とする食品摂取場面での自伝的記憶の想起ではノスタルジー感情が

重要であるが，従来の研究ではどのような食品がノスタルジー感情を喚起させるのかにつ

いて十分に検討されていない。そこで本研究では，調査１としてノスタルジー感情を喚起
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させる食品について項目を収集し，ノスタルジー感情喚起度等の認知的特性およびそれら

と自伝的記憶特性との関係性について検討する。また近年報告されているノスタルジー感

情が購買行動を促進させるといった知見(牧野, 2014)に従い，食品から喚起されるノスタル

ジー感情と購買行動との関連性についても検討する。続く調査２では，20 代と 60 代の参加

者を対象に，調査 1 で収集された項目について，ノスタルジー感情喚起度等の認知的特性

を評価させ，ノスタルジー感情を喚起させる食品における世代差について検討する。 

 

調査１ 
方法 

 倫理審査 本研究における調査 1 および 2 は日本心理学会倫理規程に基づいて計画され

たうえで，大阪産業大学研究倫理審査委員会の承認(2017-人倫-006)を受け，実施された。 

 参加者 インターネットリサーチ会社の登録会員である 20 代から 60 代の男女計 600 名

(M=44.99, SD=15.84)が同意のうえ参加した。研究協力の謝礼として，調査会社規定に従い，

参加者にはポイントを付与した。 

 手続き 調査は WEB 上で行われた。「あなたがなつかしいと感じる食べ物はどのよう

なものですか。」と問い，第 1 位から第 10 位までを自由記述させた。第 1 位である食品に

ついて，ノスタルジー感情喚起度（その食べ物から感じるなつかしさはどの程度ですか。

1=きわめて弱い〜5=きわめて強い），摂取頻度（その食べ物を日常どの程度摂取しますか。

1=ほとんど摂取しない〜5=非常によく摂取する），好意度（その食べ物の味は好きですか。

1=とても嫌い〜5=とても好き），購買意欲（その食べ物が売られているのを見ると買いた

いと思いますか。1=まったく買いたいと思わない〜5=とても買いたいと思う）の評定を求

めた。また，自伝的記憶に関して，「その食べ物のことを考えたときに，過去の出来事が

思い出されますか。」と問い，思い出された場合には鮮明度（その出来事の記憶はどの程

度はっきりしていますか。1=ぼんやりとしている〜5=はっきりしている），快不快度（そ

の出来事の記憶全体の印象はよいですか。1=よくない〜5=よい），ノスタルジー感情喚起

度（その出来事から感じるなつかしさはどの程度ですか。1=きわめて弱い〜5=きわめて強

い），購買意欲（その出来事を思い出すことでその食べ物を買いたいと思いますか。1=ま

ったく買いたいと思わない〜5=とても買いたいと思う）について評定を求めた。 

 結果と考察 参加者の全員が 1 つ以上の食品項目について記述を行った。収集された項

目の認知的特性を明らかにするために，各評定平均値を算出し，基準点を 3 とする 1 サン

プルの t 検定(df=599)を行った。その結果，いずれも有意(p<.001)であり，「なつかしいと感

じる食べ物」として記述された項目のノスタルジー感情喚起度は高く(M=3.83, SD=0.88, 

t=23.18)，摂取頻度は少なく(M=1.64, SD=0.87, t=38.39)，好意度は高く(M=4.31, SD=0.82, 

t=39.61)，購買意欲は高かった(M=3.79, SD=0.98, t=19.95)。また，記憶の想起について「思
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い出せない」と回答した人数は 30 名であり，全体的な自伝的記憶の想起率は 94.74%と極

めて高かった。自伝的記憶の特性に関する評定平均値を算出し，基準点を 3 とする 1 サン

プルの t 検定(df=569)を行った。その結果，いずれも有意(p<.001)であり，想起された自伝的

記憶の鮮明度は高く(M=3.43, SD=1.28, t=8.06)，快であり(M=4.17, SD=0.93, t=30.18)，ノスタ

ルジー感情喚起度が高く(M=3.96, SD=0.82, t=28.03.)，購買意欲は高かった(M=3.74, SD=1.01, 

t=17.39)。各評定平均値間の関連性をみるために，Pearson の相関分析を行った結果が Table 

1 である。食品から喚起されるノスタルジー感情が高いほど，好意度や購買意欲が高いこと

がわかった。また記憶との関連性に注目すれば，食品のノスタルジー感情喚起度が高いほ

ど，想起される自伝的記憶は鮮明でかつ快であり，記憶それ自体のノスタルジー感情喚起

度が高くなることがわかった。従来の研究と同様に，ノスタルジー感情が購買意欲や記憶

の想起特性と関連することが示唆された。 

 

 
 

調査 2 
 参加者 インターネットリサーチ会社の登録会員で，調査 1 には参加していない 20 代

(M=25.92, SD=2.47)と 60 代(M=64.32, SD=3.03)の男女それぞれ 100 名ずつ，計 400 名が同意

のうえ参加した。ポイントの付与等は調査１と同様であった。 

 手続き 調査は WEB 上で行われた。調査 1 における 20 代と 60 代の参加者を対象に，

ノスタルジー感情を喚起させる食品項目の選定を行った。分析には SPSS Text Analytics for 

Surveysによるテキストマイニングを用いた。頻出度が5ケース以上であった項目を対象に，

世代群で項目数を調整したうえで，最終的に 40 項目(Table 2, Table 3 参照)を選定した。こ

れらにについて，調査１と同様にノスタルジー感情喚起度と好意度を5段階評定で求めた。

ノスタルジー感情喚起度の評定では，「その食べ物を知らない・食べたことがない」とい
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う選択肢を設け，その選択肢を選んだ場合，それ以降当該の食品については評定を求めな

いように WEB 上で設定を行った。また，摂取頻度については現在(この食べ物を現在どの

程度の頻度で食べますか。1=2 年以上食べていない〜5=1 週間に 1 回以上)と過去(この食べ

物を幼少期にどの程度の頻度で食べていましたか。1=2，3 年に 1 回以下〜5=1 週間に 1 回

以上)の両方について尋ねた。さらに，食品から喚起される快不快感情についても 5 段階評

定を求めた(現在，その食べ物を食べた時に，快く感じますか。それとも不快に感じますか

1=とても不快〜5=とても快い)。 

 結果と考察 20 代と 60 代の参加者ごとに，各項目の回答数(ノスタルジー感情喚起度の

評定において「その食べ物を知らない・食べたことがない」を選択しなかった人数)および

評定平均値を算出した。項目ごとの各評定平均値について，20 代と 60 代の差異を検討する

ため t 検定を行った(Table 2，Table 3)。その結果，多くの項目で評定平均値に有意な世代差

が確認された。ノスタルジー感情喚起度に注目し，上位から 5 項目を挙げるとすれば，20

代では「ミルメーク」，「ビックリマンチョコ」，「ブタメン」，「水飴」，「ポン菓子」，

60 代では「クジラ肉」，「ポン菓子」，「水飴」，「金平糖」，「ラムネ」であった。20

代で 1 位であった「ミルメーク」に注目すれば，20 代が 60 代よりもノスタルジー感情喚起

度，好意度，過去の摂取頻度，快感情喚起度が高いことがわかった。一方，60 代で 1 位で

あった「クジラ肉」では，60 代が 20 代よりもノスタルジー感情喚起度，過去の摂取頻度，

快感情喚起度が高いことがわかった。調査 1 の自由記述をもとに考察すると，「ミルメー

ク」および「クジラ肉」はいずれも小学生や中学生の時の給食で一定程度以上の回数接触

し，卒業後に接触回数が低下したものと推測される。これらの検討から，ノスタルジー感

情を喚起させる食品項目が示され，またそれらには世代差があることが示唆された。 

 

要約と今後の課題 

 本研究では，ノスタルジー感情を喚起させる味覚刺激について調査的検討を行った。調

査１では，「なつかしい食べ物」はノスタルジー感情喚起度，好意度，購買意欲が高く，

現在の摂取頻度は少ないこと，また，その食品から想起される記憶は多く，鮮明でかつノ

スタルジー感情喚起度が高く，快感情を伴った出来事が多いこと，ノスタルジー感情喚起

度が高い食品ほど購買意欲が高くなることが示唆された。調査 2 では，調査 1 から収集さ

れた「なつかしい食品」40 項目について認知的特性を調べた結果，20 代では「ミルメーク」，

60 代では「クジラ肉」がもっともノスタルジー感情を喚起させること，それらの食品は幼

少期に摂取頻度が多かったこと，現在でも摂取時に快な感情が喚起されやすいこと等が示

唆された。今後はこれらの項目を刺激材料リストとして，実際の食品を使用した実験を行

い，ノスタルジー感情が喚起される認知メカニズムについて検討を行う必要がある。 
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